
登録期間 令和 6年 10月 1日～令和 7年 9月 30 日 

※ 公開できる情報のみ掲載しています。 
※ 依頼・相談等に伴う謝礼等条件につきましては、双方協議の上、決定してください。 
※ メールの送信は、[アットマーク]を@に置き換えて行ってください。 

地域活性化伝道師プロフィール 分
野 

地域産業・イノベーション・農商工連携 ○ 農・林・水産業 ◎ 

地域医療、福祉・介護、教育 ○ 観光・交流 ○ 

地域コミュニティ・集落再生 ○ 環境 ◎ 

地域交通・情報通信 ○ まちづくり ○ 

ふりがな たなか たけひろ 

氏名 田中 丈裕 

所
属 

名称 特定非営利活動法人 里海づくり研究会議 

役職 理事・事務局長 

連
絡 

住所 （公開） 
〒 704-8194 

岡山市東区金岡東町三丁目 2 番 2-4 号 （自宅） 

連絡先 
（公開） E-mail satoumiken[アットマーク]gmail.com 

（公開） TEL 080-6348-7752 FAX 086-473-5574 

連絡方法 電話または E-Mail 

略歴 

1953 年大阪市生まれ。高知大学大学院農学研究科栽培漁業学専攻修士課程を修了。1979

年に岡山県に入庁し、水産技師として、水産行政全般・漁場環境整備・栽培漁業及び資源管理・

複合型海洋牧場・アマモ場再生・カキ殻など二枚貝の貝殻を利用した沿岸環境修復・ノリ色落ち

対策に関する技術開発などを企画担当。2008～2011 年に水産課長、岡山県を退職後、海洋

建設㈱水産環境研究所長を務めた後、2012 年 1 月に“里海”の提唱者である九州大学名誉

教授の柳哲雄氏，広島大学名誉教授の松田治氏らとともに NPO 法人里海づくり研究会議を

設立、現在に至る。日本水産学会水産環境保全委員会委員（2009～現在）、沿岸環境関連学

会連絡協議会委員（2013～現在）、水産庁技術戦略策定委員会委員（1999）、水産庁水産系

副産物(貝殻)有効活用のためのガイドライン策定委員会委員（2006）、水産庁水産環境整備

技術検討会委員（2010～2011）、(公社)全国豊かな海づくり推進協会企画委員会委員

（2014～2015）、総合海洋政策本部参与会議「総合的な沿岸域の環境管理の在り方ＰＴ」有識

者委員（2016）等を歴任。(社)マリノフォ－ラム 21 功労者表彰(1999)、国土交通省港湾局長

表彰（2013：みなとまちづくりマイスター認定）、岡山県知事表彰（岡山県農林水産部水産課と

してアマモ場再生の功績：2008）、環境大臣表彰（特定非営利活動法人里海づくり研究会議と

して沿岸環境保全の功績：2013） 

著作・論文等 

【論文】アマモ場再生に向けての技術開発の現状と課題．関西水圏環境研究機構第 11 回シン

ポジウム，25-47(1998)／複合型海洋牧場における放流魚の定着状況と魚類相．水産工学，

35(3)，303-309（1998）／海の牧場づくりを目指して～複合型海洋牧場造成技術の開発

～．アクアネット 1999 年６月号，36-42(1999)／水産分野における環境修復の考え方と具

体的取り組み事例．瀬戸内海，No47，47-52（2006）／瀬戸内海水島港での浚渫工事に伴

う懸濁粒子(SS)発生量の把握に関する調査．海洋開発論 
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取組概要 

・アマモ場は、「海のゆりかご」と呼ばれ、海洋生態系や沿岸環境の保全に不可欠であるだけで

なく、ブルーカーボンとして温室効果ガス CO2 の吸着固定にも重要な役割を果たしている。

「アマモ場再生活動発祥の地」と言われる備前市日生町において、35 年以上にわたって漁師達

と共にアマモ場再生活動に取り組み、ほとんど消滅したアマモ場を 250ha 以上にまで回復さ

せた。これを契機として周辺にもこの取り組みが広がり、2007 年岡山市、2013 年瀬戸内市が

着手し、1980 年代に県下で約 550ha まで衰退したアマモ場は 2015 年には約 1，845ha

まで回復、2015 年には笠岡市、寄島町、玉野市も参画して活動範囲はほぼ県下全域に拡大、

さらなるアマモ場の回復に注力している。 

・アマモ場再生活動など里海づくりをベースとして、2013 年からは小中高校の子ども達、一般

市民、農林業者など世代や立場・地域を越えた活動を展開するとともに、「みなと学習会」・「みな

と親子学習会」などを企画開催し、海の生き物と触れ合いながら、港や海についての学びの場を

提供するなど、学校教育・社会教育としての海洋教育の推進に取り組んでいる。 

・森里川海の連環を基軸に据えながら、備前市・笠岡市など「里海」と真庭市など「里山」を結

び、さらには人と物の流れで里海・里山・「まち」を繋ぐことにより、真の循環型地域社会の構築

を目指している。 

・シンポジウムや交流集会、ワークショップなどを企画開催するとともに、国内外の各地において

講演や学会活動等を通じ、里海概念の普及と里海づくりに奔走している。 

メッセージ 

“里海”とは、「人手が加わることで生物多様性と生産性が高くなった沿岸海域」との定義で、

1998 年に九州大学の柳哲雄教授によって提唱された言葉と概念で、2006 年以降、「21 世紀

環境立国戦略」､「第 3 次生物多様性国家戦略」､「海洋基本計画」等に盛り込まれています。

“瀬戸内海生まれ日本発”の“里海”は、2006 年の世界閉鎖性海域環境保全会議

（EMECS7）で“Sato-Umi”として紹介されて以来、国際的にも注目を浴び、Satoumi 

Workshop が盛んに開催されるようになり、アメリカ合衆国やフランス、インドネシア、アフリカ

諸国など世界各地に広がっています。海が健全であり続けるためには、森・里・川・海のそれぞ

れにおいて、人が生きていくための営みを保ちながら、人々が暮らしを通じて適切に関わり、水

を介した森里川海の繋がりを維持することが大切です。私達は、地球生態系のなかで生かさ

れ、地球生態系は大きな物質循環の中で維持されています。水を介した森里川海の流れの終

結点は海ですが、漁業という営みを通じて人が関わることで海から陸への回帰循環が生み出さ

れます。人は、自然の営みに頼らなければ生きていくことはできません。自然と人の共生を目指

して、ネットワークのさらなる拡大と里海・里山・「まち」が繋がる真の循環型社会の実現を願って

います。 

関連ホームページ http://satoumiken.web.fc2.com/ 活動エリア 
全国（主として岡山

県） 


